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山田（2）遺跡　第２･３次調査出土遺物
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上段の遺構配置図は１～３次調査の全遺構を掲載した。
下段の全体写真は２次調査と３次調査の空撮写真を合成したものである。
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山田（2）遺跡　遺構配置図・全景
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上段の遺構配置図は１～３次調査の全遺構を掲載した。
下段の全体写真は２次調査と３次調査の空撮写真を合成したものである。
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　青森県埋蔵文化財調査センターでは、平成18年度から21年度に


かけて国道280号道路改築事業予定地内に所在する５遺跡の発掘


調査を実施いたしました。


　そのなかでも、山田（２）遺跡は多数の遺物が採取されることで、


古くから知られておりました。


　この度の発掘調査では、多数の遺構と遺物が発見され、縄文時


代前期末葉から後期後葉頃までの長期にわたり営まれた集落であ


ることが判明しております。また、膨大な量の石器類の出土から、


本遺跡が石器製作を生業とする特殊な集落であることが確認され


たことは貴重な成果といえます。


　本報告書は、平成20年度と21年度の発掘調査事業の調査成果を


まとめたものであります。


　この成果が、広く文化財の保護と研究等に活用され、地域の歴


史を理解する一助となることを心から期待いたします。


　最後に、日頃から埋蔵文化財の保護と活用に対してご理解をい


ただいている青森県県土整備部道路課に厚くお礼申し上げるとと


もに、発掘調査の実施と報告書の作成にあたり、ご指導・ご協力


をいただきました関係各位に対し、心より感謝いたします。


　平成23年３月


青森県埋蔵文化財調査センター　　


所　長　新　岡　嗣　浩　







例　　言


１　山田（２）遺跡は、青森県県土整備部道路課による国道280号道路改築事業に伴い、青森県埋蔵文


化財調査センターが平成19年度から平成21年度にかけて本発掘調査を実施した。


　　本書は平成20年度に調査を行った一部と、平成21年度に調査を行った成果について掲載してあ


る。山田（２）遺跡の報告書は同事業に伴い、既に２冊の報告書が刊行されているが（2009年３月、


2010年10月）、本書は山田（２）遺跡の最終報告書である。


　　３年に及ぶ本発掘調査の総面積は、12,500㎡である。


２　山田（２）遺跡の所在地は、青森県東津軽郡蓬田村大字瀬辺地字山田522外、青森県遺跡番号は、


304017（旧番号12017）である。緯度と経度については報告書抄録に記した。


３　本書には平成20年度に調査を行った遺構の一部と西捨て場出土遺物、平成21年度に調査を行っ


た遺構、１～３次調査で出土した遺構外出土遺物の全てについて報告している。


４　発掘調査と整理・報告書作成の経費は発掘調査を委託した青森県県土整備部道路課が負担した。


５　発掘調査から整理・報告書作成までの期間は、以下のとおりである。


　　　発掘調査期間　　　　　　　平成21年４月21日～同年10月23日


　　　整理・報告書作成期間　　　平成22年４月１日～平成23年３月31日


６　本書は、青森県埋蔵文化財調査センターが編集し、青森県教育委員会が作成した。執筆と編集は、


青森県埋蔵文化財調査センター小田川哲彦総括主幹、小山浩平文化財保護主査、神昌樹文化財保護


主査、業天唯正文化財保護主事が担当し、文末に執筆者名を記した。


７　発掘調査から整理・報告書作成にあたり、以下の業務は下記に委託した。


　　　空中写真撮影　　　　　株式会社　シン技術コンサル


　　　縄文土器の実測図化　　株式会社　シン技術コンサル


　　　　　　　　　　　　　　株式会社　ラング


      　剥片石器の実測図化　　株式会社　アルカ


　　　　　　　　　　　　　　株式会社　ラング


　　　遺物の写真撮影　　　　シルバーフォト、スタジオエイト


　　　放射性炭素年代測定　　株式会社　加速器分析研究所


　　　石質鑑定　　　　　　　日本地質学会会員　　　　　　松山　力


　　　　　　　　　　　　　　青森県立郷土館主任学芸主査　島口　天


８　３次調査においても地質の調査員である島口氏から指導・助言を受けながら調査を行ったが、遺


跡周辺の地質については山田（２）遺跡Ⅱで報告しており、遺跡内の基本層序についても同報告書と


対応させている事から、本書では地質原稿を割愛した。　


９　発掘調査成果の一部は、発掘調査報告会等において公表しているが、これらと本書の内容が異な


る場合は、正式報告として刊行する本書がこれらに優先する。


10　発掘調査および整理・報告書作成における出土品、実測図類、写真類、版下等は、青森県埋蔵文


　化財調査センターが保管している。







 


11　発掘調査および整理・報告書作成に際して、下記の方々と機関からご協力・ご指導を得た。


　安斎正人、葛西　勵、三宅徹也、川口　潤、駒田　透、瀬川　滋、小笠原雅行、永嶋　豊、茅野嘉


雄、長井謙治、蓬田村教育委員会、外ヶ浜町教育委員会(順不同･敬称略）


12　本報告書に掲載した遺跡位置図は、国土地理院発行の１/25,000地形図を複写して使用した。


13　測量原点の座標値は、旧日本測地系に基づく平面直角座標第X系による。


14　挿図中の方位は、旧日本測地系の座標北を示している。


15　調査区については便宜上、調査区を横切る村道を境に、北側をＡ区、南側をＢ区、沢本流を挟ん


で南側をＣ区と呼称した。


16　遺構については、検出順にその種類を示す略号と通し番号を、区毎に付した。遺構に付した略号


は次のとおりである。SI-竪穴住居跡、SK-土坑、SR-土器埋設遺構、SX-用途不明遺構、SN-焼土遺構。


なお、捨て場には略号を付けず形成範囲を位置的にみて、Ｂ区西捨て場と呼称した。また、ⅩⅥJ


～ K-129 ～ 132グリッド付近から剥片石器が多量に出土した事から、剥片集中範囲と呼称し報告


した。


17　整理時に遺構名を変更したものは、遺構計測表に明記したほか、各節においても記載している。


18　全体図の縮尺は、原則１/800、区割り図１/400としたが、各挿図毎に適宜変更しスケールと縮


尺率を示した。


19　遺構挿図の縮尺は、原則１/60としているが、規模などにより適宜変更し図毎にスケールと縮尺


率を示した。


20　遺構挿図の土層図および断面図等には、水準点を基にした海抜標高を付した。


21　遺跡の基本土層の層順にはローマ数字、遺構の層順には算用数字を使用した。


22　土層の色調表記等には、『新版標準土色帖　2004・2005年度版』（小山正忠・竹原秀雄編農林水


産省農林水産技術会議事務室監修）を使用した。


23　遺物に使用した略号は次のとおりである。P-土器、S-石器、C-炭化材


24　遺物実測図の縮尺は、原則として縄文土器・土師器・礫石器は１/ ３、剥片石器は１/ ２としたが、


大型の土器や石器については１/ ４・１/ ６・１/ ８で示し、各挿図毎にスケールと縮尺率を示した。


　　また、土・石製品は原則として１/ ２としているが、大型のものに関しては１/ ３としたものも


ある。


25　遺物写真は縮尺不同で、個々の遺物番号は挿図番号と一致する。（図５-13＝５-13と表記）


26　掲載遺物観察表には、出土地点・法量・諸特徴等を示した。破損品現存値については（　）表記


している。


　　本文中で掲載した土器の重量分布図に関しては２次調査と３次調査で出土した土器を対象として


いるため参考値に止まる。また、掲載外剥片石器類は、出土地点と数量を一覧にまとめて掲載した。


27　引用参考文献については巻末に収めた。
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第1節　調査に至る経緯


　国道280号道路改築事業（青森～蟹田間のバイパス整備）は、青森県県土整備部道路課が昭和53年度


から実施しており、平成15年度から蓬田村瀬辺地～外ヶ浜町蟹田石浜の全長7.15㎞の蓬田～蟹田バ


イパスの工事計画が進められた。これに伴い平成16年10月に、道路課から青森県教育庁文化財保護


課へ当該事業予定地内に所在する埋蔵文化財包蔵地の取り扱いに関する協議の依頼があり、平成17


年6月と8月に、バイパス整備事業を担当する青森県土整備事務所道路整備課（現 東青地域県民局地域


整備部道路施設課）と文化財保護課が現地調査（分布調査）等について協議し、同年10月に道路整備課、


外ヶ浜町教育委員会社会教育課、蓬田村教育委員会教育課、文化財保護課、青森県埋蔵文化財調査セ


ンターの5者により、工区全体の現地確認と打合せを行った。その結果、周知の埋蔵文化財包蔵地を


含む9箇所の工区が調査対象区域として確定した。


　山田（2）遺跡に係る土木工事等のための発掘に関する通知は、平成18年3月10日付けで東青地域県


民局長名で提出され、同年3月17日付けで青森県教育委員会教育長から当該発掘前における埋蔵文化


財の記録作成を目的とする発掘調査の実施が指示されている。


  山田（2）遺跡の発掘調査は、平成18年度に遺構と遺物の分布状況を把握するための調査が実施され、


本発掘調査は平成19年度から開始した。調査開始当初から、遺構数が予想以上に密で、遺物の数量


も多い事から、調査は難航した。そのため、発掘調査期間について関係機関で協議した結果、平成


21年度まで調査を行う事とした。また、協議の結果、本遺跡南端にあたる沢に関しては、外ヶ浜町


教育委員会が平成20年度に確認調査を行う事となった。本書では平成19年度の調査を1次調査、平成


20年度の調査を2次調査、平成21年度の調査を3次調査と記載している。        　


第2節　調査の方法


　1　発掘作業の方法


　平成21年度は山田（2）遺跡の3次本発掘調査となる。前年度までの調査結果から、縄文時代前期末


から後期初頭までの集落跡であり、特に剥片石器および剥片・破砕片の出土量の多さから石器製作集


落であることが明らかとなっており、集落の構造等を把握することを目的として調査にあたった。


〔 測量基準点・水準点の設置とグリッドの設定 〕


  基準点・水準点などは平成19年度の1次調査で設定したものを踏襲した。グリッドは4m四方とし、


南北方向にA ～ Yまでのアルファベット、東西方向に算用数字を用いて表記しているが、1次調査の


担当が蓬田村管轄内の当事業の調査対象区域をすべて覆うように設定したため、南北方向はアルファ


ベットの前にさらにローマ数字を付して表記されている。本遺跡内のグリッド表記は、南端のⅩⅡ


-Yから北端のⅩⅥ-P、西端の117から東端の134までの範囲である。


〔 調査区について 〕


　調査区は、2次調査において路線内を東西に横断する村道を境に便宜的にA区とB区に分けたほか、


3次調査においてB区から検出された沢跡を境に、沢跡の南側の平場をC区とした。


〔 基本層序 〕


　基本層序は、A・B・C各調査区で1地点を深く掘り下げて確認し、上位から層順毎にローマ数字を


－　2　－ －　3　－
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付けて呼称した。各区共に第Ⅰ層から第Ⅳ層までは対応しているが、C区のⅤ層以下にあたる層はA・


B区のⅤ層以下と対応しない。


〔 表土等の調査 〕


　表土除去作業は作業の省力化を図るため人力の他に重機を併用して掘り下げた。掘削土中から出土


した遺物はグリッド単位で、表土・Ⅰ層として取り上げた。


〔 遺構の調査 〕


　検出遺構は、検出順に遺構番号を付けて精査した。遺構番号は2次調査で使用した番号を引き継い


で使用した。堆積土層観察用のセクションベルトは、竪穴住居跡4分割、土坑等2分割で設定したが、


重複や付属施設等がある場合は適宜追加した。遺構内と沢跡の堆積土層は算用数字を付して調査を


行った。ただ、捨て場の堆積土層については包含層と同じに扱いローマ数字を付し調査を行った。各


遺構の堆積土層断面図と平面図、竪穴住居跡に伴う炉・カマド・柱穴・床面（底面）出土遺物の形状実


測図等は、主に簡易遣り方測量等で縮尺1/20・1/10の実測図を作成した。また、遺構外から検出し


た小ピットの平面図や、遺構配置図・地形測量図の作成、捨て場等の土層図は、（株）キュービック製


「遺構実測支援システム」を用いてトータルステーションによる測量で作成した。遺構内の出土遺物


は基本的に層位毎に取り上げることとしたが、調査の早急性から、土坑の堆積土内出土遺物について


は、出土状態が良好なものを除き、大多数を覆土一括として取り上げている。


〔 遺物包含層の調査 〕


　上層から層位毎に人力で掘削した。出土遺物は、グリッド単位で層毎に取り上げたほか、特異な遺


物や復元可能土器については、簡易遣り方および「遺構実測支援システム」を適宜使用して図化した。


〔 写真撮影 〕


　写真撮影には、原則として35㎜モノクローム、35㎜カラーリバーサルの各フィルムおよび1,000


万画素のデジタルカメラを併用し、発掘作業状況、土層の堆積状態、遺物の出土状態、遺構の精査状


況・完掘後の全景について記録した。また、必要に応じて6×7中判カメラも使用したほか、業者に


委託して、ラジコンヘリによる遺跡および調査区全体・遺構密集区域の空中写真撮影を行った。


　2　整理・報告書作成作業の方法


　3次調査の結果、縄文時代の竪穴住居跡8軒、土坑114基、土器埋設遺構12基、焼土跡3基、用途不


明遺構2基、立石遺構2基、石器集中地区1箇所、小ピット（柱穴）181基、沢跡5本が検出され、縄文


時代の土器・石器等の遺物が段ボール箱で250箱分（少量の平安時代の遺物を含む）出土した。竪穴住


居跡をはじめとする各遺構の構築時期と集落の変遷、捨て場の形成過程等の検討に重点をおいて整理・


報告書作成作業を進めた。なお、本書では3次調査の調査成果のほか、2次調査で検出した遺構と遺


物の内、グリッドⅩⅤPライン以南から検出した土坑（32基）と、精査完掘を3次調査に繰り越した竪


穴住居跡5軒（ASI-20 ～ 24）、西捨て場についてと、1 ～ 3次調査で出土した遺構外出土遺物につい


て報告している。　


〔 図面類の整理 〕


　図面整理では、簡易遣り方測量で作成した各遺構の平面図と堆積土層断面図の調整等を行ったほか、


遺構の重複関係や発掘作業時の所見等を整理した。遺構図面のトレースは、整理された原図をスキャ


ナーで読み込み、（株）キュービック製「遺構実測支援システム」等を用いてデジタルトレースを行っ


山田（２）遺跡Ⅲ
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た。また、報告書で使用した遺構配置図は、個別にデジタルトレースした遺構を配置図に貼り付けて


作成したものである。


〔 写真類の整理 〕


　モノクロームフィルムは撮影順にネガアルバムに整理収納し、カラーリバーサルフィルムは発掘作


業状況や各遺構毎に整理して、スライドファイルに収納した。デジタルカメラのデータも、各遺構毎


のフォルダに整理して、HDに保存した。


〔 遺物の洗浄・注記と接合・復元 〕


　遺構内出土土器を優先して洗浄し、次いで遺構外（包含層）出土土器、遺構内出土石器の順に洗浄し


た。遺物の注記は、遺物取り上げ時の遺物カードをもとに、調査年度、遺跡名、出土地点、層位、取


り上げ番号等を機械により略記したが、土器細片や剥片石器等直接注記できない遺物は、収納袋に注


記したほか、カードとともに収納した。石核や礫石器の中には、注記作業が間に合わずカードととも


に収納したものが多い。接合・復元にあたっては、出土地点・出土層名等の整理を怠らないようにした。


〔 報告書掲載遺物の選別 〕


　遺構の構築および廃絶の時期を示す資料のうち、遺存状態が良く時期・型式・器種が分かる代表的


な資料のほか、希少な資料や特異で不明点のある資料を選別した。


〔 遺物の観察・図化 〕


　個々の遺物を目視およびルーペで観察し、遺物の特徴を適切に分かりやすく表現するように図化し


た。掲載用に選別した遺物については、遺物一覧表のほか法量を計測した観察表を作成した。


〔 遺物の写真撮影 〕


　実測図では表現しがたい、質感・雰囲気・製作技法・文様表現等を伝えられるように留意して、土


器はシルバーフォト、石器はスタジオエイトに委託して撮影した。


〔 自然科学的分析 〕


　遺構の構築および廃絶時期等を推定するための放射性炭素年代測定を業者に委託して行った。また、


石器の石質鑑定は日本地質学会会員の松山　力氏、青森県立郷土館の島口　天主任学芸主査に依頼し


て行った。


〔 遺構と遺物のトレース・版下作成 〕


　実測図のトレースは、（株）キュービック製「遺構実測支援システム」と同「トレースくん」を用い


てデジタルで行い、版下は、Adobe社製 Creative  Suite を用いて作成した。写真図版は、デジタル


データをパソコン上でレイアウトした。


〔 遺構の検討・分類・整理 〕


　各遺構毎に、種類と構造的特徴に分け、出土遺物の種類と数量、重複関係等に関するデータと調査


時の所見を整理して、構築時期や同時性・性格等について検討を加えた。


〔 遺物の検討・分類・整理 〕


　土器類・石器類・土製品・石製品に分け、これらを時期・種類毎に整理して、出土遺物全体の分類


と器種構成や個体数等について検討した。


〔 調査成果の検討 〕


　遺構と遺物の検討結果を踏まえて、遺跡の時期・種別・構造・変遷・特徴等について検討整理した。
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第3節　調査の経過


　1　発掘作業の経過


　平成21年度は、国道280号道路改築事業に伴う山田（2）遺跡本発掘調査事業の最終年に位置づけら


れており、全調査対象面積12,500㎡のうち、残りの7,000㎡を対象として4月21日から10月23日ま


での調査期間で実施することになった。


　平成19・20年度に青森県埋蔵文化財調査センターが行った本調査（1次・2次調査）の結果、縄文時


代の包含層と遺構、古代の遺構が確認されており、特に縄文時代の遺構と遺物は濃密で、なかでも剥


片石器および剥片・破砕片の数量は土器を凌駕するほどで、剥片石器製作集落であることが指摘され


ていた。3次調査でも多量の遺構や遺物が発見される事が見込まれた事から、2チームの人員が配置


され調査が開始された。


　発掘調査体制は、以下のとおりである。


　　調査主体      青森県埋蔵文化財調査センター


　　　　　　　　　所　長	 新岡　嗣浩


　　　　　　　　　次　長	 工藤　大 （平成22年3月退職）


　　　　　　　　　総務GM	 木村　繁博


　　　　　　　　　調査第2GM	 畠山　昇


　　　　　　　　　文化財保護主幹	 小田川哲彦（発掘担当者）


　　　　　　　　　文化財保護主査	 小山　浩平・神　昌樹（発掘担当者）


　　　　　　　　　文化財保護主事	 中村　隼人（平成22年3月退職）


　　　　　　　　　調査補助員	 渡辺　祐輝・高坂　真澄・奈良亜矢子


　	 澤田　知里・境　拓巳・溝江　梓


　専門的事項に関する指導・助言


　　調査指導員　　　村越　　潔　国立大学法人　弘前大学名誉教授　　　　　　　　　（考古学）


　　調　査　員　　　藤沼　邦彦　前国立大学法人　弘前大学人文学部教授　　　　　　（考古学）


　　　　　　　　　　関根　達人　国立大学法人　弘前大学人文学部准教授（現教授）　　（考古学）


　　　　　　　　　　島口　　天   青森県立郷土館主任学芸主査　　　　　　　　　　　（地質学）


　　　　　　　　　　椿坂　泰代　元札幌国際大学博物館　　　　　　　　　　　　　　（植物学）


　発掘作業の経過、業務委託状況等は、以下のとおりである。


4月上旬　�　東青地域県民局地域整備部（調査委託者）、青森県教育庁文化財保護課と調査前の打ち合


わせを行い発掘作業の進め方等について再度確認した。併せて蓬田村教育委員会に挨拶を


行い発掘調査時の協力を依頼した。


4月21日　�　前述したとおり2チーム相当の人員を配して3次発掘調査が開始された。現場初日は雨が


降っていたため、主に事務所・休憩所の設営や調査機材等の確認・整備等を行い、翌22日


から本格的な調査を開始した。


4月下旬　�　発掘調査はA区とC区に分かれて行う事とした。A区は2次調査で遺構検出面まで掘り下


げられていた事から、遺構検出作業から開始した。一方C区に関しては未知の状況であっ
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た事から、任意にトレンチを設定し土層等を確認しながら掘り下げていく事とした。4月


27日の月曜日は現場稼働予定であったが、前日からの降雪により作業を中止とした。青森


県の降雪記録を更新したようである。


5月中旬　�　A区では村道の付け替え及び村道下の遺構検出作業も終了し、作業の主体は遺構精査へ


と移った。C区でも検出作業が進み、竪穴住居跡と思われるプランが検出された。


6月　　　�　上旬、A区では調査開始前に遺構が相当数検出されるであろうと想定していた調査区東


側へ落ち込んでいく沢頭部分から、遺構がほとんど検出されない事から、調査終了の目途


が付いた。一方、C区でも検出遺構数が竪穴住居跡2軒、土坑2基、焼土遺構1基、性格不


明遺構1基と少なかった事から調査を終了する事ができ、作業の主体は沢本流下流域の調


査へと移った。沢に堆積している土は水分を多量に含んでおり掘り下げ作業が難航した事


から、A区の作業員も沢の調査へ投入して一気に表土の除去を行った。6月18日には沢本


流下流域の検出状況とC区の完掘状況の空中写真撮影を行った。下旬に原因者、文化財保


護課、埋文センターの3者によりA区引き渡しについての協議が行われ、7月中に調査を終


了し、センター杭から西側は原因者に引き渡し、東側については排土置き場としてセンター


側が使用する方針が確認された


7月　　　�　上旬、A区における調査の目途が付いた事から、調査が行われていないB区平場部分の


粗掘り・検出作業を全作業員で行った。その結果、平場の南端部分でフラスコ状土坑が密


集して検出されたほか、山田（2）遺跡では初となる後期後葉期の竪穴住居跡が1軒検出され


た。中旬にはA区、沢本流下流域の調査に戻り、下旬にはA区の精査を終了した。沢本流


下流域からは、流れ込みと考えられる遺物が多少出土したのみで、木組み遺構などの水場


に関する遺構などは検出されなかった事から、調査を終了し、沢本流上流域の精査へと移


行した。


8月　　　�　下旬、全国的に新型インフルエンザが流行しており感染拡大防止対策が通達された。B


区平場部分及び、沢本流上流域の調査も進み、作業はB区斜面部分の粗掘り・検出作業へ


と移行した。検出作業の結果、斜面部からは沢本流に合流していく4本の支流を検出した。


このうちの3本の支流からは円筒下層式の土器が大量に出土し、支流が埋没していく課程


の中で捨て場として利用されている事が明らかとなった。


10月　　　�　上旬、沢支流及び沢本流上流域の調査も順調に進んでいった。沢本流上流域からも懸


念された水場に関連する遺構は検出されなかったが、本流の一部も捨て場として利用さ


れている事が明らかとなった。ただし、支流とは出土遺物の時期が異なっており、ここ


では縄文時代後期後葉～晩期前葉期にかけての遺物が出土した。


10月23日　�　平成21年度の調査対象面積7,000㎡の調査が終了し、3次に及ぶ当該事業に係る山田（2）


遺跡の本発掘調査（調査面積12,500㎡）を終了した。


11月4日　 所轄の警察署に文化財保護課から遺物の発見通知が提出された。


　2　整理・報告書作成作業の経過


　平成20年度の二次調査で検出した遺構と遺物の内、グリッドⅩⅤPライン以南から検出した土坑
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32基と、精査完掘を3次調査に繰り越した竪穴住居跡5軒（ASI-20 ～ 24）、西捨て場、平成21年度の


3次調査で検出した遺構と遺物、及び1次調査から3次調査で出土した遺構外出土遺物を対象として平


成22年度に「山田（2）遺跡Ⅲ」の報告書作成事業にとりかかった。3カ年分の遺構外出土遺物を掲載


しているため、剥片石器の実測図は各整理年度に実測委託したものをまとめて掲載してある。


　整理・報告書作成体制は以下のとおりである。


　　整理主体　　青森県埋蔵文化財調査センター


　　　　　　　　　　総括主幹　　　　小田川哲彦　　　　　　（報告書作成担当者）


　　　　　　　　　　文化財保護主査　小山　浩平、神　昌樹　（報告書作成担当者）


　　　　　　　　　　文化財保護主事　業天　唯正　　　　　　（報告書作成担当者）


　　　　　　　　　　調査補助員　　　奈良亜矢子、澤田知里、馬淵恵理香、佐井かなえ、鈴木清公、


　　　　　　　　　　　　　　　　　　工藤敬大、最上泰代


　　　　　　　　　　整理作業員　　　山上松子、松井有文乃、佐々木春美、嶋中美也子、青木　瞳


　　　　　　　　　　　　　　　　　　大杉喜盛、中村静佳、髙木邦治、新谷真寿美、嶋守亜季子　


整理・報告書作成作業の経過、業務委託状況等は、以下のとおりである。


　4月上旬、3次調査で出土した遺物を対象として洗浄・注記を終えた土器の仕分け作業を行い、各


遺構毎とグリッド毎の重量を集計して、土器の接合と復元作業に入った。接合は、遺構内土器（土器


埋設遺構→竪穴住居跡→土坑→捨て場→その他→遺構外の順に行った。縄文前期と中期の土器は洗浄


時に砕けるものが多く、調査時に個体や大型破片として取り上げたものでも、砕けて細片となり上手


く接合できない状態のものが多数ある。そのため、取り上げ時に完形ないしは略完形であった土器も、


もとの形に復元できないものがあり、そのため調査時の記録写真の状態とは異なるものがある。接合


復元作業と併行して、土器に混在した土製品類と石器類も仕分けた。また、「山田（2）遺跡Ⅱ」の報


告書刊行事業も同時に進めなければならず、調査補助員は9月まで「山田（2）遺跡Ⅱ」の遺構・遺物


トレース作業及び図版編集を主に行った。


　5月中旬～ 7月までは引き続き土器の接合・復元作業を行った他、各年度毎に収納されていた土器・


石器について、出土地点の確認及び器種分類作業を行い、実測必要遺物の選定を行った。7月下旬に


は実測委託に出す遺物を中心に写真撮影を行った。8月は土器の断面実測を行ったほか、下旬には復


元土器83点を株式会社ラングに、石器391点を株式会社アルカに実測委託した。


　10月、11月は、整理作業員は土器の拓本、磨製石斧、礫石器、土・石製品等実測等を行ったほか、


職員は現場図面の修正及び原稿執筆等を、調査補助員は遺構・遺物のデジタルトレースを行った。


11月下旬には委託に出した遺物以外のものについて写真撮影を行った。12月、1月は実測した遺物の


デジタルトレース及び図版作成作業、原稿執筆等を行い、2月、3月は校正作業を行い４月に本報告


書「山田（2）遺跡Ⅲ」を刊行した。� （小山）


山田（２）遺跡Ⅲ
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第２章  遺跡の概要
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図４　遺構配置図
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第2章　遺跡の概要


第1節　3次調査の遺構概要


　本遺跡の所在している蓬田村は津軽半島東側中央部に位置し、遺跡は北側を小川平川・瀬辺地川、


南側を蓬田川に挟まれた、標高約19 ～ 23mの海岸段丘上に立地し、海岸線からは約700m離れた台


地上にある。台地の頂部は狭長な平坦地となっており、北端部から東側は急崖となって瀬辺地川に形


成された谷底平野に面し、南側は傾斜地で台地から派生する沢筋に面している。東側は舌状に張り出


した傾斜地となっている。


　平成21年度の3次調査の結果、竪穴住居跡8軒、土坑114基、土器埋設遺構12基、焼土遺構3基、


立石遺構2基、用途不明遺構2基、剥片集中範囲1箇所、沢本流1本、沢支流4本、小ピット181基を検


出した。竪穴住居跡は主にA区及びB区の平坦面で斜面際にあたる位置から検出されており、時期は


縄文時代前期末葉期、中期前葉期、中期後葉～末葉期のものが検出されている。なお、B区南端から


は後期後葉期の竪穴住居跡が本遺跡で初めて検出された。土坑は2次調査同様フラスコ状土坑が最も


多く検出されている。フラスコ状土坑はA区西側のⅩⅤR-125グリッド付近から平坦面の縁辺に沿っ


て検出されているほか、B区南端の平場ⅩⅣC ～ G-130 ～ 132グリッド付近で密集して検出されて


いる。フラスコ状土坑の中には、検出面から入り子状に重なった土器が出土している例があり、墓坑


として利用された可能性も考えられる。他に墓坑の可能性があるものとしては、平面形が楕円形・断


面形が浅箱形の土坑で、覆土から完形個体になる土器と石鏃が出土している土坑がある。また、特異


な土坑として、平面形が隅丸長方形、断面形が箱形で、底面に十字の溝と溝の中央に小穴が施設され


ている土坑が2基検出されている。土器埋設遺構は縄文時代前期後葉期～中期前葉期までのものが検


出されている。B区第11号土器埋設遺構は円筒下層c式の土器を使用しており、当該期の土器埋設遺


構では本遺跡で初の検出である。また石棒ないしは石棒状のものを正立させて埋設しているものを立


石遺構としたが、構築時期につては不明な点が多い。ただし、A区第2号立石とした遺構は、B区第9


号竪穴住居跡の床面に構築されており、この住居跡は遺構の重複及び出土土器の状況から中期初頭期


（円筒上層a式）の遺構としている事から、当該期には構築されている遺構と考えられる。柱穴と思わ


れる小ピットはB区ではほとんど検出されず、A区において多数構築されている状況が明らかとなっ


た。特に密集しているのはA区のグリッドⅩⅤPライン以北であり、地形的に見ると台地の先端部分


にあたっている。


　B区の斜面を下りきったところには沢が流れており、調査ではこの沢を本流と呼称し、本流を境に


B区とC区を区分けした。また、B区の傾斜が急な地形からは本流に流れ込んでいる埋没沢を4本検出


した。調査では沢支流と呼称し、南側から順に沢支流1、2と名称を付した。このうち沢支流1、3、4


では円筒下層d式の土器が大量に廃棄されており、捨て場として利用されていた事が明らかとなった。


また、沢本流のⅩⅣA ～ C-121・122グリッド付近にも土器が廃棄されていたが、廃棄されていた土


器は沢支流に廃棄されていたものとは異なっており、縄文時代後期後葉～晩期前葉期の土器であった。


このことから、支流は前期末葉期以降には埋没しており、本流は晩期前葉期までは埋まりきっていな


かった事が明らかとなった。
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Ⅴ層     10YR5/6　黄褐色粘質土　　
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Ⅷa層    10YR5/4～5/6　にぶい黄褐色～黄褐色粘質土　　
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24.00 ｍ


BSK-13


Ⅰ


Ⅱ
Ⅲ


Ⅳ
Ⅴ


Ⅷa Ⅷa


Ⅷb


Ⅸ


Ⅴ


Ⅵ


Ⅳ


N S
Ｂ区基本層序(ⅩⅣX-134) Ｃ区基本層序(ⅩⅢH-119)


Ⅰ


Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ


Ⅴ


Ⅵa
Ⅵb


ⅥcⅥd
Ⅵe ⅥeⅥf


N S10.90m


Ｃ区基本層序
Ⅰ層
Ⅱ層
Ⅲ層


Ⅳ層
Ⅴ層


Ⅵc層


Ⅵf層


Ⅵa層


Ⅵb層


Ⅵd層


Ⅵe層


10YR2/3
10YR3/2
10YR4/4


10YR4/6
10YR5/6
10YR5/6


5Y6/3
5Y6/3
7.5YR4/6


7.5YR4/6


5Y6/3


黒褐色土
黒褐色土
褐色土


褐色土
黄褐色土
黄褐色土


オリーブ黄色土
オリーブ黄色土
褐色土


褐色土


オリーブ黄色土


炭化物（φ1～3mm)1％未満混入。
褐色土20％、炭化物（φ1～2mm)1％混入。
黒褐色土30％、にぶい黄褐色粘土10％、
炭化物（φ1～5mm)2％混入。
炭化物（φ1～3mm)1％混入。
ローム（φ1～10mm)7％混入。
明褐色土・褐色粘土・オリーブ黄色粘土20％、
マンガン(φ1～10mm)5％混入。
褐色粘土30％、マンガン（φ1～2mm)1％混入。
褐色粘土20％、マンガン（φ1～2mm)1％混入。
オリーブ黄色粘土20％、マンガン
（φ1～2mm)1％未満混入。
オリーブ黄色粘土15％、マンガン
（φ1～2mm)1％混入。
黄褐色砂20％、褐色粘土15％、マンガン
（φ1～2mm)1％混入。


図５　基本層序


第2節　基本層序


　「遺跡周辺地域の地形と地質」「遺跡内における地形と地質」は『山田（2）遺跡Ⅱ』において詳述さ


れている事から、詳細は『山田（2）遺跡Ⅱ』の報告書を参照されたい。


　調査区内の基本層序は2次調査でA区、B区において確認した層序と同様である事から、両区にお


いては2次調査の所見を踏襲した。しかし、3次調査で新たに調査を行ったC区ではⅤ層以下の堆積状


況が両区と異なっており、同じ層番を付しているものの両区とは対応しない。ただし、Ⅰ～Ⅳ層にお


いてはA・B区と同様の堆積状況を示している。


　第Ⅰ層の現表土は、A・B・C区ともに変わらない。


　第Ⅱ層の黒褐色土（黒色土）は、平安時代の遺構掘り込み面と考えられる。


　第Ⅲ層は遺構検出面であり、縄文時代前期末葉から後期初頭の遺物を包含している。縄文時代各時


期の生活面である。第Ⅲ層と遺構の覆土は近似した色調であり、乾燥時には判別し難いが、焼土粒や


炭化物粒の過多と微細な遺物（剥片破砕片・土器破砕粒）の有無で判別される。


  第Ⅳ層は、A区の深掘りトレンチ地点では欠落しているが、柱穴が密に検出された北西側ではブロッ


ク状に散見され、B区の北側には顕著にみられる。当初、この層の正体が判らず分析を依頼したが、


津軽地方に普遍的に認められるものという結果が得られている。


　第Ⅴ層および第Ⅵ層は、A・B区においては黄褐色をしたローム層で、遺構の基底となる層である。


第Ⅵ層中には酸化鉄が混入し、遺構覆土と壁面の区別の指標となった。C区では、白色粘土と砂質層


が互層となって堆積しており、A・B区とは全く異なった堆積状況を示している。


　第Ⅶ層および第Ⅷ層、大型のフラスコ状土坑の基底となる。第Ⅷ層中には、頁岩の亜角礫が含まれる。


本調査で出土した母岩・石核の採取層の指摘を受けたが、この層中の礫は表面が酸化鉄で覆われてい


る点で、母岩・石核の様相とは異なる。また、調査区内でこの層まで容易に手が届くところは、南側


の沢地だけであるが、採掘したような痕跡は確認できない。C区では確認できなかった。
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Ⅴ層     10YR5/6　黄褐色粘質土　　
Ⅵ層　   10YR5/8　黄褐色粘質土　　　　黒褐岩粒(マンガン粒？)・酸化鉄粒が混入
Ⅷa層    10YR5/4～5/6　にぶい黄褐色～黄褐色粘質土　　
Ⅷb層    10YR7/6　明黄褐色粘質土　
Ⅸ層　   10YR5/8　 黄褐色砂質土
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第3節　出土遺物の分類


　1）出土土器


　�　本報告書で対象とするのは2次及び3次調査の遺構内土器と全調査分の遺構外土器であり、総重


量は約4,108㎏に及ぶ（ただし1次調査分の遺構外出土土器の重量は計量されていないため除く）。


時期及び出土傾向に関しては前報告書と同様であり、以下の出土土器の分類に関しては一部の修正


はあるが、ほぼ前報告書を踏襲した。よって各土器については、その諸特徴から時期毎に群別し各


時期の土器形式にあてたが、類別したものの内には細分されるものもある。


　Ⅰ群-縄文時代前期の土器


　　A類－円筒下層c式土器、B類－円筒下層d式土器、C類－前期の粗製土器


　Ⅱ群-縄文時代中期の土器


　　A類－円筒上層a式土器、B類－円筒上層b式土器、C類－円筒上層c式土器、


　　D類－円筒上層d式土器、E類－円筒上層e式土器、F類－榎林式土器、


　　G類－最花式土器（中の平式土器）、H類－大木10式および併行期の土器


　Ⅲ群-縄文時代後期の土器


　　A類－牛ヶ沢（3）式土器（仮称韮窪式土器）、B類－螢沢式土器（沖附式・弥栄平式土器）、


　　C類－十腰内Ⅰ式土器、D類－北海道系土器、E類－十腰内Ⅳ・Ⅴ式土器


　Ⅳ群-中期・後期の粗製土器


　Ⅴ群-縄文時代晩期の土器


　　A類－大洞B式、B類－大洞C2式


　Ⅵ群-平安時代の土器


　　A類－土師器、B類－擦文土器


　2）出土石器　


　山田（2）遺跡では、1次、2次調査の結果、多量の剥片石器類が出土しており、出土量の特異性及び


器種組成、出土状況などから剥片石器を制作していた集落の可能性が想定されている。3次調査にお


いても出土量は多く、総数3,343点が出土している。礫石器類は530点出土している。


　以下に出土石器の分類を示すが、剥片石器類は形態と二次調整が施される部位から分け、磨製石斧


と礫石器類は形態のほか整形痕と使用痕跡から分けた（使用痕跡は最終機能部位で分別した）。各石器


の法量・石質については観察表に示した。


　石鏃：矢の先端に用いた刺突具。基本的に長さ49㎜以下、幅20㎜以下としたが、基準値外のもの


も含まれる。基準値外のものは形態から判断し含めた。基部形態から以下に分けられる。


Ⅰ類－無茎鏃：a凹基・b平基・c円基・d尖基


Ⅱ類－有茎鏃：a凹基・b平基・c凸基・dその他


　石槍：柄の先端に用いただろうと推定される刺突具。長さが100㎜以上の大形、70㎜～ 99㎜の中


形のものがあり、形態から以下に分けられる。石篦と区別しづらいものも含まれるが、断面形状や調


整剥離から分けた。


Ⅰ類－木葉形：a尖基・b円基・c平基　　　　Ⅱ類－柳葉形：a尖基・b円基
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Ⅲ類－異形デザイン：aつまみ部・b多段　　　Ⅳ類－破損品：a直破断・b斜破断・cその他破断


　小型石槍：長さが49㎜以上～ 69㎜以下で、幅20㎜以上の刺突具。石槍に含め細分するべきである


が、出土数量から本遺跡を特徴づける石器と思われることから区分した。基準値外のものも含まれる


が、それらは形態および調整剥離等から判断した。形態から以下に分けられる。


Ⅰ類－木葉形：a尖基・b円基・c平基・dその他　　　　Ⅱ類－柳葉形：a尖基・b円基


Ⅲ類－破損品：a直破断・b斜破断・cその他破断


　石篦：篦状石器と称され、両面調整または両面周縁調整で長方形に整形されたもの。石槍や両面調


整石器と区別しづらいが、断面形状や調整剥離から分けた。形態から以下に分けられる。


Ⅰ類－短冊形：a直刃・b円刃　　Ⅱ類－撥形：a直刃・b円刃　　Ⅲ類－小型石箆（大石平型）


　石錐：穿孔を目的に用いられただろう刺突具。形態及び調整剥離、使用痕跡から以下に分けられる。


Ⅰ類－棒状形のもの　 Ⅱ類－つまみ部をもつもの　 Ⅲ類－剥片端部利用型　 Ⅳ類－石鏃転用型


  石匙：剥片の端部につまみ状の突起がつくられ、側縁または端部に基本的には片面調整で刃部がつ


くられるもの。つまみ部と刃部から以下に分けられる。


Ⅰ類－縦形　　Ⅱ類－横形　　Ⅲ類－斜軸形


　楔形石器：方形状ないしは長方形状で、上下両端部に階段状剥離が認められるもの。


　異形石器：これまで異形石器と称されているもので、三日月状または短冊状で、端部ないしは側縁


に抉り加工で、つまみ状の突起やがつくられるものと、三脚石器と称されるものがある。


　スクレイパー類：不定形石器と称される、削器ないしは掻器として使用されたもの。規格的な形態


をもたず、連続する調整剥離で刃部をつくりだしているもの。調整剥離の状態から以下に分けられる。


Ⅰ類－両面調整：a一側縁・b両側縁・c周縁・d両面・e両側縁片面/錯向・交互


Ⅱ類－背面調整：a一側縁/端部・b両側縁・c周縁


Ⅲ類－腹面調整：a一側縁/端部・b両側縁・c周縁


  両面調整石器：大型の剥片または原礫を両面調整剥離したもので、上記分類に含めることのできな


いもの。区別しづらいが以下に分けた。


Ⅰ類－それ自体で機能した考えられるもの  　Ⅱ類－石槍や石篦の製作途中・破損と考えられるもの


Ⅲ類－石核と考えられるもの


　石核：剥片を剥離した残りの素材。出土点数も多く、多様な割られ方をしており分類しきれないが、


概ね以下のように分けられる。


Ⅰ類－打面転移で多方向から割られたもの　　　Ⅱ類－割面を打面とし周縁から割るもの


Ⅲ類－原礫面を打面とするもの


　二次調整剥片（R･f）：加工痕のみられれる剥片。


　使用痕跡剥片（U･f）：使用痕のみられれる剥片。


　礫石器の器種分類は山田（2）遺跡Ⅱ報告書の分類案に依拠して行い、器種の細分についてのみ若干


の変更を加えた。


　磨製石斧：製作技法から以下に分けた。小型の石ノミと思われるものも含めた。


Ⅰ類－擦り切り技法でつくられたもの　　　　　Ⅱ類－敲打後、研磨してつくられたもの


Ⅲ類－Ⅰ・Ⅱ類の同定が不明なもの、破損品　　Ⅳ類－擦り切り磨製石斧部材


山田（２）遺跡Ⅲ
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　敲き石：形態および使用状況から3類に大別し、Ⅲ類は使用部位から細別した。器面使用及び複合


機能があるものについては、その形態・使用頻度により各器種に分類した。


Ⅰ類－石核型　Ⅱ類－多面体型


Ⅲ類－その他：a器面使用型　b器面・側縁・端部使用型　c側縁・端部使用型


　磨り石：石冠と石冠以外の磨り石類の2類に大別した。Ⅰ類は使用部位から細別した。Ⅱ類は未製品・


調整方法が相似するものを含めた。


Ⅰ類－石冠類以外の磨り石類：a器面使用型　b器面・側縁・端部使用型　c側縁・端部使用型


Ⅱ類－石冠類：a北海道式石冠　bその他石冠


　半円状扁平打製石器：扁平な素材礫の周縁・側縁が剥離され、側縁が直線的なもの。形態・調整状


況から2類に大別した。形態・使用状況が相似するものも含めた。


Ⅰ類－機能面側の側縁を剥離調整するもの　Ⅱ類－周縁・側縁を剥離調整するもの


　抉入扁平磨製石器：三角形状の平面形で端部に抉りがあり、全面が研磨されるもの。抉り部の調整


方法で2類に大別した。


Ⅰ類－研磨調整によるもの　Ⅱ類－剥離・敲打調整によるもの


　擦り切り具：石材の擦り切りに用いられた板状の磨製石器。側縁は鋭角をなし、線状痕が見られる。


　礫器：素材礫の形態を留め、剥離・敲打・研磨加工が認められるもの。


Ⅰ類－剥離調整または研磨加工があるもの　Ⅱ類－成形加工と使用痕があるもの


　凹み石：使用面数で3類に大別した。


Ⅰ類－一面使用　Ⅱ類－二面使用　Ⅲ類－三面以上使用


　砥石：使用面数で3類に大別した。


Ⅰ類－一面使用　Ⅱ類－二面使用　Ⅲ類－三面以上使用


　石皿・台石：形態と整形加工の有無により3類に大別した。


Ⅰ類－有縁・有脚石皿　Ⅱ類－使用面を加工するもの　Ⅲ類－原礫面を使用するもの


　3）土製品・石製品


　土製品には、小型・ミニチュア土器、土器片円板、土偶、土玉、耳飾り、鐸形土製品、有孔土製品


その他土製品、平安時代の羽口がある。小型・ミニチュア土器は残存率が高く、特徴的なものを図示


した。土器片円板は、縄文時代前期末葉から後期までのものがある。土偶は、中期の板状土偶と中期


末～後期初頭の土偶がある。


　石製品には、装飾品類の抉状耳飾り、有孔石製品（大珠・管玉）と、祭祀関連遺物と捉えられる石棒、


岩偶、青竜刀形石器、石冠、ミニチュア石製品がある。この他に、円板状石製品、線刻礫、軽石製品


がある。


－　16　－ －　17　－


第２章　遺跡の概要







青82


砥石 石皿・台石


擦り切り具


磨製石斧


敲き石


磨り石


半円状扁平打製石器


抉入扁平磨製石器


礫器 凹み石


Ⅰ


Ⅰ


ⅠⅠ


Ⅰ


Ⅰ


Ⅰ


Ⅰ


Ⅱ


Ⅱ


Ⅱ


Ⅱ


Ⅱ


Ⅱ


Ⅱ


Ⅱ


Ⅲa


Ⅰa Ⅱa


Ⅲ


ⅢⅢ


Ⅲ


Ⅲb


Ⅰb Ⅱb


Ⅳ


Ⅲc


Ⅰc


図６　石器分類図


山田（２）遺跡Ⅲ


－　18　－







第３章　検出遺構と出土遺物


B 区北側 ( 南東から )
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第3章　検出遺構と出土遺物


第1節　Ａ区の調査


　Ａ区では3次調査の結果、竪穴住居跡1軒、土坑62基、土器埋設遺構9基、焼土遺構2基、立石遺構1基、


小ピット177基を検出した。本節では、これらのほか、3次調査に調査を繰り越した竪穴住居跡5軒と、


2次調査で調査された遺構のうち、グリッドのⅩⅤＰラインより南から検出された土坑32基、土器埋


設遺構3基、また、1次から3次調査で出土した遺構外出土遺物について報告する。


1　竪穴住居跡（図7～ 21）


第20号竪穴住居跡（ASI-20）（図8～ 10）


【位置・確認】Ａ区の南側で、調査区のほぼ中央にあたるⅩⅤL・M-127・128グリッドに位置している。


Ⅲ層上面を精査中に黒褐色土を主体とした長楕円形プランとして確認した。


【重複】第21号竪穴住居跡、第253、283号土坑より新しい。


【規模・形状】平面形は楕円形で、検出面での上端規模は長軸6.80ｍ×短軸4.50ｍ、床面規模は長軸


6.35ｍ×短軸4.30ｍである。検出面からの深さは10 ～ 35㎝である。


【堆積土】9層に分層した。堆積土の主体を占めている2層中からは、遺物が多量に出土した。また、


床面直上から炭化物や炭化材が散在して出土しており、焼失家屋であった可能性が考えられる。この


炭化物の内、炉の確認面から出土した資料を放射性炭素年代測定を行っており、4,068±33yrBPと


の測定結果が得られている（第4章参照）。


【付帯施設】（炉）床面から3基の炉を検出し、検出順に炉Ａ、炉Ｂ、炉Ｃと名称を付して調査を行った。


炉Ａは長軸線上の東側壁面寄りから検出した。石囲い炉と前庭部がセットになった、いわゆる複式炉


系列の炉で、炉Ｂを壊して構築されている。石囲い炉の形状は方形で、炉内側の規模は46㎝×53㎝


である。炉内部は強く被熱し赤変しており、その厚さは約7㎝ある。また、被熱は炉石にも及んでおり、


礫面が赤変している状況を確認できた。前庭部は幅110㎝、長さ150㎝で壁面へ向かって延びている。


前庭部底面は概ね平坦で非常に堅く締まっていた。また、底面は壁面近くでピット状に10㎝ほど落


ち込んでいる。炉Ｂは掘り方と火床面を検出した。炉Ａに壊されているため全容は不明であるが、礫


を埋設するための掘り方を検出した事から、石囲い炉であったと考えられる。なお、炉Ｂの火床面も


強く被熱しており、その厚さは炉Ａと同様に7㎝である。


　炉Ｃは床面を1段下げて床下にある遺構の精査を行っている時に、炉Ａ・Ｂとは正反対の場所に位


置している西壁面側から検出した。検出状況から本遺構で最も古い炉と考えられる。炉Ｃでは礫が出


土していないが、礫の掘り方・抜き取り痕を検出した事から本来は石囲い炉であったと考えられる。


火床面も検出され、その規模は45㎝×50㎝で、厚さ7㎝で被熱している。また、壁面へ向かって延び


ている前庭部も検出された。前庭部の規模は幅120㎝、長さ146㎝である。前庭部の底面は概ね平坦


であるが、壁面近くでピット状に10㎝ほど落ち込んでおり、底面の平坦面は堅く締まっている。規模・


形状など全く炉Ａと同様である。


（柱穴）床面から総数26基の小穴を検出した。Pit1 ～ 6が本遺構の最も新しい段階の主柱穴と考えられる。


【出土遺物】堆積土中から総重量2.1㎏の土器と、約32㎏の石器が出土した。土器はⅡ群Ａ類からＨ
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A区第20号竪穴住居跡(ASI-20)
第1層 10YR3/4 暗褐色土 締まり強、粘性中、炭化物（φ1～5ｍｍ）1％、焼土（φ1～3ｍｍ）1％未満混入。
第2層 10YR3/3 暗褐色土 締まり強、粘性中、にぶい黄褐色土との混合土。炭化物（φ1～25ｍｍ）2％、焼土（φ1～10ｍｍ）1％未満混入。
第3層 10YR4/4 褐 色 土 締まり強、粘性中、暗褐色土との混合土。炭化物（φ1～40ｍｍ）2％混入。
第4層 7.5YR4/4 褐 色 土 締まり強、粘性強、炭化物（φ1～2ｍｍ）1％未満混入。
第5層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 締まり強、粘性中。
第6層 10YR3/3 暗褐色土 締まり強、粘性強、黒褐色土との混合土。炭化物（φ1～20ｍｍ）5％、焼土（φ1～3ｍｍ）1％混入。
第7層 7.5YR4/6 褐 色 土 締まり強、粘性強、炭化物（φ1～2ｍｍ）・焼土（φ1～2ｍｍ）1％未満混入。
第8層 10YR4/4 褐 色 土 締まり強、粘性中、炭化物（φ1～3ｍｍ）1％未満混入。
第9層 7.5YR4/4 褐 色 土


(S=1/60)0 2m


A区第20号竪穴住居跡炉A
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 炭化物（φ1～10ｍｍ）・焼土（φ1～10ｍｍ）5％混入。
第2層 7.5YR3/2 黒褐色土 焼土（φ1～20ｍｍ）10％、炭化物（φ1～10ｍｍ）8％。


焼失時の堆積土。住居覆土の最下層にあたる。
第3層 10YR4/4   焼土（φ1～10ｍｍ）・ローム5％、炭化物3％混入。
第4層 7.5YR4/4 褐 色 土 焼土（φ1～5ｍｍ）10％、ローム（φ1～10ｍｍ）5％、


炭化物1％混入。上面は非常に硬化している。
第5層 10YR4/4 褐 色 土 炭化物・ローム5％、焼土（φ1～5ｍｍ）1％混入。
第6層 5YR4/8 赤褐色土 締まり無し、粘性無し、焼土層。火床面。
第7層 10YR4/6 褐 色 土 締まり弱、粘性強、ローム層。掘り方。
第8層 10YR4/4 褐 色 土 締まり強、粘性強、ローム層。掘り方。
第9層 10YR2/3 黒褐色土 締まり弱、粘性強、焼土（φ1～5ｍｍ）・


ローム（φ5～10ｍｍ）2％混入。掘り方。
第10層 10YR4/6 褐 色 土 締まり中、粘性中、ローム（φ10～20ｍｍ）3％混入。
第11層 10YR6/6 明黄褐色土 締まり強、粘性強、ローム層。掘り方。上面は非常に硬化している。


A区第20号竪穴住居跡炉B
第1層 10YR5/4 にぶい黄褐色土
 ローム（φ1～10ｍｍ）8％、焼土（φ1～5ｍｍ）
 3％、炭化物（φ1～5ｍｍ）2％混入。


第2層 10YR4/4 褐 色 土
 焼土（φ1～3ｍｍ）・ローム（φ1～5ｍｍ）3％、
 炭化物（φ1～2ｍｍ）1％混入。


第3層 7.5YR4/4 褐 色 土
焼土（φ1～10ｍｍ）30％が層下部に集中して堆積、
ローム3％、炭化物1％混入。


第4層 5YR4/6 赤褐色土
焼土層、火床面。ローム（φ2～10ｍｍ）2％、
炭化物（φ1～2ｍｍ）1％混入。


第5層 10YR4/4 褐 色 土
明黄褐色ローム60％、炭化物1％混入。掘り方。
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A区第20号竪穴住居跡炉C


第1層 10YR4/4 褐 色 土 ローム質土。炭化物（φ20ｍｍ）
2％混入。


第2層 10YR4/6 褐 色 土 炭化物1％未満混入。


第3層 10YR3/4 暗褐色土 炭化物・焼土5％混入。


第4層 10YR3/3 暗褐色土 炭化物3％混入。
ロームブロック層上位に堆積。


第5層 10YR3/3 暗褐色土 焼土（φ1～10ｍｍ）・炭化物
（φ1～5ｍｍ）3％、ローム
（φ5～15ｍｍ）2％混入。


第6層 5YR4/8 赤褐色焼土 炭化物（φ1～2ｍｍ）1％混入。
火床面。


第7層 10YR4/6 褐 色 土 締まり強、粘性中。
火床面下の硬化範囲覆土。


第8層 10YR3/4 暗褐色土 締まり弱、粘性無し、
炭化物（φ1～5ｍｍ）・ローム
（φ5～10ｍｍ）2％、焼土（φ2ｍｍ）
1％混入。抜き取り痕覆土。


第9層 10YR5/6 黄褐色土 締まり強、粘性強、ローム層。
抜き取り痕覆土。


(S=1/30)0 1m


(S=1/3)0 10㎝


(S=1/2)0 5㎝


3


4


11


2


10


6


7 9


5


1


8


12


13


14


17


15


18


16


炉ｃ覆土


光
沢


図８　A区第20号竪穴住居跡（１）
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放射性炭素年代測定試料
08YAMA2-3


A区第20号竪穴住居跡(ASI-20)
第1層 10YR3/4 暗褐色土 締まり強、粘性中、炭化物（φ1～5ｍｍ）1％、焼土（φ1～3ｍｍ）1％未満混入。
第2層 10YR3/3 暗褐色土 締まり強、粘性中、にぶい黄褐色土との混合土。炭化物（φ1～25ｍｍ）2％、焼土（φ1～10ｍｍ）1％未満混入。
第3層 10YR4/4 褐 色 土 締まり強、粘性中、暗褐色土との混合土。炭化物（φ1～40ｍｍ）2％混入。
第4層 7.5YR4/4 褐 色 土 締まり強、粘性強、炭化物（φ1～2ｍｍ）1％未満混入。
第5層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 締まり強、粘性中。
第6層 10YR3/3 暗褐色土 締まり強、粘性強、黒褐色土との混合土。炭化物（φ1～20ｍｍ）5％、焼土（φ1～3ｍｍ）1％混入。
第7層 7.5YR4/6 褐 色 土 締まり強、粘性強、炭化物（φ1～2ｍｍ）・焼土（φ1～2ｍｍ）1％未満混入。
第8層 10YR4/4 褐 色 土 締まり強、粘性中、炭化物（φ1～3ｍｍ）1％未満混入。
第9層 7.5YR4/4 褐 色 土


(S=1/60)0 2m


A区第20号竪穴住居跡炉A
第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 炭化物（φ1～10ｍｍ）・焼土（φ1～10ｍｍ）5％混入。
第2層 7.5YR3/2 黒褐色土 焼土（φ1～20ｍｍ）10％、炭化物（φ1～10ｍｍ）8％。


焼失時の堆積土。住居覆土の最下層にあたる。
第3層 10YR4/4   焼土（φ1～10ｍｍ）・ローム5％、炭化物3％混入。
第4層 7.5YR4/4 褐 色 土 焼土（φ1～5ｍｍ）10％、ローム（φ1～10ｍｍ）5％、


炭化物1％混入。上面は非常に硬化している。
第5層 10YR4/4 褐 色 土 炭化物・ローム5％、焼土（φ1～5ｍｍ）1％混入。
第6層 5YR4/8 赤褐色土 締まり無し、粘性無し、焼土層。火床面。
第7層 10YR4/6 褐 色 土 締まり弱、粘性強、ローム層。掘り方。
第8層 10YR4/4 褐 色 土 締まり強、粘性強、ローム層。掘り方。
第9層 10YR2/3 黒褐色土 締まり弱、粘性強、焼土（φ1～5ｍｍ）・


ローム（φ5～10ｍｍ）2％混入。掘り方。
第10層 10YR4/6 褐 色 土 締まり中、粘性中、ローム（φ10～20ｍｍ）3％混入。
第11層 10YR6/6 明黄褐色土 締まり強、粘性強、ローム層。掘り方。上面は非常に硬化している。


A区第20号竪穴住居跡炉B
第1層 10YR5/4 にぶい黄褐色土
 ローム（φ1～10ｍｍ）8％、焼土（φ1～5ｍｍ）
 3％、炭化物（φ1～5ｍｍ）2％混入。


第2層 10YR4/4 褐 色 土
 焼土（φ1～3ｍｍ）・ローム（φ1～5ｍｍ）3％、
 炭化物（φ1～2ｍｍ）1％混入。


第3層 7.5YR4/4 褐 色 土
焼土（φ1～10ｍｍ）30％が層下部に集中して堆積、
ローム3％、炭化物1％混入。


第4層 5YR4/6 赤褐色土
焼土層、火床面。ローム（φ2～10ｍｍ）2％、
炭化物（φ1～2ｍｍ）1％混入。


第5層 10YR4/4 褐 色 土
明黄褐色ローム60％、炭化物1％混入。掘り方。
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A区第20号竪穴住居跡炉C


第1層 10YR4/4 褐 色 土 ローム質土。炭化物（φ20ｍｍ）
2％混入。


第2層 10YR4/6 褐 色 土 炭化物1％未満混入。


第3層 10YR3/4 暗褐色土 炭化物・焼土5％混入。


第4層 10YR3/3 暗褐色土 炭化物3％混入。
ロームブロック層上位に堆積。


第5層 10YR3/3 暗褐色土 焼土（φ1～10ｍｍ）・炭化物
（φ1～5ｍｍ）3％、ローム
（φ5～15ｍｍ）2％混入。


第6層 5YR4/8 赤褐色焼土 炭化物（φ1～2ｍｍ）1％混入。
火床面。


第7層 10YR4/6 褐 色 土 締まり強、粘性中。
火床面下の硬化範囲覆土。


第8層 10YR3/4 暗褐色土 締まり弱、粘性無し、
炭化物（φ1～5ｍｍ）・ローム
（φ5～10ｍｍ）2％、焼土（φ2ｍｍ）
1％混入。抜き取り痕覆土。


第9層 10YR5/6 黄褐色土 締まり強、粘性強、ローム層。
抜き取り痕覆土。
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図９　A区第20号竪穴住居跡（２）
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第３章　検出遺構と出土遺物
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類まで出土している。図9-8は炉Ｃの覆土から出土したもので、地文施文後に縦位に垂下する沈線が


施文されている。文様からⅡ群Ｇ類と考えられる。


【小結】炉Ｃから出土した遺物から本遺構は最花式以降に廃棄されたものと考えられる。また、床面


直上から出土した炭化物の放射性炭素年代測定結果も中期末葉期を示しており、当該期に構築された


ものと考えられる。


第21号竪穴住居跡（ASI-21）（図11 ～ 14）


【位置・確認】Ａ区南端で、調査区西側にあたるⅩⅤL・M-125・126グリッドに位置している。Ⅲ


層上面を精査中に黄褐色土の楕円形プランとして確認した。


【重複】第20号竪穴住居跡より古く、第24号竪穴住居跡、第252、258、280、277、283号土坑より新しい。


【規模・形状】平面形は楕円形で、検出面での上端規模は長軸6.76ｍ×短軸4.78ｍ、床面規模は長軸


6.60ｍ×短軸4.60ｍである。検出面からの深さは35㎝である。


【堆積土】6層に分層した。堆積土の主体を占めている第1層は黒色土がレンズ状に堆積している。


本層からは中期末葉期の遺物が多量に出土している事から、当該期に堆積したものと考えられる。本


竪穴住居跡は炉体土器から中期前葉期に構築されたものであり、この堆積状況から、本遺構は相当期


間埋まりきらずに窪地となっていた状況が推測される。このような堆積状況は周辺の他の遺構でも確


認されている（BSI-1、3、21）。


【付帯施設】（炉）床面のほぼ中央から3基の炉を検出した。炉1は土器埋設炉である。炉内部は被熱


しておらず、炉体土器周辺が33×55㎝、約5㎝の厚さで被熱している。炉体土器（図12-12）は口縁部


が欠損した状態で出土しているため詳細な土器型式は不明であるが、文様や器形等からⅡ群Ａ～Ｃ類


に相当すると考えられる。炉の掘り方は50×70㎝、深さ8㎝の規模で掘り込まれており、埋設部では、


さらに深く掘り込まれている。炉2は地床炉で、27㎝×27㎝の不整形に被熱している。炉3も地床炉で、


40㎝×45㎝、4㎝の厚さで被熱している。


（土坑・小穴）床面から14個の小穴を検出した。主柱穴は検出位置・深さからPit2 ～ 5が相当すると


考えられ、4本主柱の建物であったと考えられる。土坑は住居の長軸線上で、主柱穴の中間に位置し


ている所から1基検出した（土坑1）。なお、土坑1の対になる位置からピットとしては大きめな規模の


Pit13を検出した。このように住居の中軸線上で主柱穴の中間から土坑ないしは大きめのピットが検


出されている例はＢ区第21号竪穴住居跡にもある。


【出土遺物】堆積土中から総重量10.6㎏の土器と、約26㎏の石器が出土した。土器はⅡ群Ａ類から


Ｈ類まで出土しているが、主体を占めているのはⅡ群Ｃ～Ｄ類とＧ類である。図12-3は土坑1の覆土


から出土した口縁部片で口唇に隆帯が鋸歯状に貼り付けられている。文様などからⅡ群Ｃ～Ｄ類に相


当すると考えられる。石器は石鏃、小型石槍、石匙等の定形石器のほか石核、スクレイパー類、礫石


器などが出土しているが、中でも石核類の出土が多い。覆土一括として取り上げているため、詳細は


不明であるが、堆積状況から中期後葉期に廃棄された可能性を考えている。図13-13は黒曜石製の異


形石器である。また、土坑1の堆積土中からは多量の剥片石器類が出土した。


【小結】炉体土器及び住居内土坑覆土から出土した土器から中期前葉期（上層ａ～ｃ式）に構築された


遺構と考えられる。
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A区第21号竪穴住居跡


第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 ローム(φ1～10ｍｍ)5％、炭化物(φ1～10ｍｍ)3％、焼土(φ1～5ｍｍ)1％混入。


第2層 10YR4/4 褐  色  土 ローム(φ1～5ｍｍ)5％、炭化物(φ1～5ｍｍ)2％、焼土(φ1～2ｍｍ)1％混入。


第3層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 ローム(φ1～5ｍｍ)5％、炭化物(φ1～5ｍｍ)2％混入。


第4層 10YR5/6 黄 褐 色 土 ローム2％、炭化物(φ1～2ｍｍ)・焼土1％混入。


第5層 10YR4/6 褐  色  土 ローム5％、炭化物(φ1～5ｍｍ)3％混入。


第6層 10YR5/6 黄 褐 色 土 炭化物(φ1～2ｍｍ)1％混入。


A区第21号竪穴住居跡 土坑1


第1層 10YR4/4 褐色土 締まり強、粘性強、にぶい黄褐色土との混合土。炭化物(φ1～15ｍｍ)2％、焼土(φ1～2ｍｍ)1％未満、剥片少量混入。


第2層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 締まり中、粘性中、炭化物(φ1～3ｍｍ)・焼土(φ1～2ｍｍ)1％未満混入。2層上面から層全体に剥片大量に混入。


A区第21号竪穴住居跡 炉3


第1層 2.5YR5/6 明赤褐色土 焼土層。炭化物1％混入。


(S=1/30)0 1m


(S=1/60)0 2m


Ａ区第21号竪穴住居跡(ASI‑21)


ASI‑21‑1
上ｂ～ｄ　炉体土器


炉1掘り方状況炉1・炉2検出状況


A区第21号竪穴住居跡　炉1


第1層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 ローム(φ1～5ｍｍ)・炭化物(φ5～10ｍｍ)5％、焼土(φ1～2ｍｍ)3％混入。


第2層 10YR4/6 褐色土 締まり中、粘性中、焼土(φ1～50ｍｍ)10％、炭化物(φ1～5ｍｍ)1％混入。


第3層 10YR5/6 黄褐色土 締まり強、粘性強、ローム層。焼土(φ1～5ｍｍ)1％混入。


第4層 10YR4/6 褐色土 締まり強、粘性強、ローム層。層上面に強い被熱をうけている。


A区第21号竪穴住居跡 Pit1


第1層 10YR5/4 にぶい黄褐色土 明黄褐色土40％下部に集中して混入、焼土(φ1～15ｍｍ)10％、炭化物(φ1～5ｍｍ)5％混入。


A区第21号竪穴住居跡　炉2


第1層 5YR3/6 暗赤褐色焼土 締まり弱、粘性無し。


図12-12


図11　A区第21号竪穴住居跡（１）
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図14　A区第21号竪穴住居跡（４）


第22号竪穴住居跡（ASI-22）（図15、16）


【位置・確認】Ａ区南側で、調査区西側にあたるⅩⅤO・P-124・125グリッドに位置している。Ⅲ


層上面を精査中に黄褐色土の不整形プランとして確認した。


【重複】第217号、322号、240号、241号、242号土坑より新しい。【規模・形状】重複している土


坑と同時に掘り下げているため、壁面の大半が失われており、平面形・規模などは不明な点が多い。


現存している形状からは楕円形の可能性が考えられる。土層観察用ベルトで計測した規模は、上端で


は長軸3.80ｍ×短軸3.30ｍで、床面では長軸3.45ｍ×3.00ｍで、深さは約40 ～ 45㎝である。


【堆積土】3層に分層した。【付帯施設】南壁よりの床面から地床炉を検出した。火床面は30×40㎝


の範囲で被熱しているが、被熱の度合いは弱い。床面から10個の小穴を検出したが、主柱穴は不明


である。【出土遺物】堆積土中から総重量2.6㎏の土器と、約5㎏の石器が出土した。


【小結】床面出土遺物が無く詳細な年代は不明である。しかし、炉の位置が壁面に寄っている事から、


中期後葉以降の遺構である可能性もある。
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焼土（φ1～5ｍｍ）1％混入。


第2層 10YR5/6 黄褐色土 ローム（φ1～5ｍｍ）5％、炭化物（φ1～5ｍｍ）3％、
焼土（φ5ｍｍ）1％混入。


第3層 10YR6/8 明黄褐色土 炭化物（φ1～5ｍｍ）1％混入。粘土質。
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第2層 10YR5/6 黄褐色土 ローム（φ1～5ｍｍ）5％、炭化物（φ1～5ｍｍ）3％、
焼土（φ5ｍｍ）1％混入。


第3層 10YR6/8 明黄褐色土 炭化物（φ1～5ｍｍ）1％混入。粘土質。
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図16　A区第22号竪穴住居跡（２）


第23号竪穴住居跡（ASI-23）（図17、18）


【位置・確認】Ａ区南側で、調査区西側にあたるⅩⅤP-125・126グリッドに位置している。Ⅲ層上


面を精査中に隅丸方形プランとして確認した。【重複】第222号土坑より古く、第269号土坑より新しい。


【規模・形状】平面形は隅丸方形で、検出面での上端規模は長軸4.40ｍ×短軸2.70ｍ、床面規模は長


軸4.20ｍ×短軸2.45ｍで、検出面からの深さは15 ～ 20㎝である。【堆積土】4層に分層した。


【付帯施設】床面から4基の炉を検出した。炉1・2・4は住居の中軸線上に構築されている。炉1は


土器埋設炉である。炉周辺及び炉内部からは、被熱した範囲を検出できなかったが、埋設炉周囲の床


面は若干硬化していた。炉体土器には胴部から底部まで高さ38㎝の土器が使用されており（図17-1）、


胴部には結束第1種羽状縄文が横回転施文されている。口縁部が欠損しているため詳細な土器型式は


不明であるが、胴部文様及び胎土の状況からⅡ群A ～Ｂ類に相当すると考えられる。炉2も土器埋設


炉である。炉1とは異なり高さ20㎝ほどの胴部部分を使用している。土器の内部には破片が敷かれて


おり、その上面が被熱している。被熱範囲は炉の西側にも拡がっており、20×29㎝の範囲で見られた。


炉3、4は地床炉である。炉4の火床面は18×23㎝、4㎝の厚さで被熱している。


【出土遺物】堆積土中から約6㎏の土器と約11㎏の石器が出土した。石器の重量が多いのは、台石・


石皿類が出土しているからである。台石・石皿類は炉周辺の床面直上から2点出土している。図18-1


は扁平で大型な礫を素材としており、機能面がすり鉢状に浅く凹んでいる。また、図18-2は軟質な


シルト岩を素材としており、周縁に加工を施して円形に整形している。機能面は荒れており、敲打さ


れた状況を示している。また、床面直上から出土した炭化物を放射性炭素年代測定しており、4,548


±31yrBPとの測定結果が得られている（第4章参照）。


【小結】炉体土器から中期前葉期（円筒上層ａ～ｃ式期）に構築された遺構と考えられる。


第24号竪穴住居跡（ASI-24）（図19 ～ 20）


【位置・確認】Ａ区南端で、調査区西側にあたるⅩⅤL～N-125・126グリッドに位置している。Ⅲ


層上面を精査中に褐色土の楕円形プランとして確認した。


【重複】第21号竪穴住居跡より古く、第225、249、257、258、272、273より新しい。


【規模・形状】平面形は楕円形で、検出面での上端規模は長軸6.15ｍ×短軸4.25ｍ、床面規模は長軸


6.00ｍ×4.08ｍで、検出面からの深さは30㎝～ 35㎝である。【堆積土】2層に分層した。


【付帯施設】床面のほぼ中央から土器埋設炉を1基検出した。炉体土器は口縁部から底部付近まであ
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炭化物(φ1～3ｍｍ)1％混入。


A区第23号竪穴住居跡 炉2
第1層 10YR4/4 褐 色 土 焼土塊(φ20～50ｍｍ)が層中央に混入。
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図18　A区第23号竪穴住居跡（２）


る略完形個体の土器が埋設し、構築されている。土器内部及び周辺から火床面等は検出されなかった


が、炉体土器内には検出面から10㎝ほどの深さに底部片等が敷かれており、この面を使用していた


ものと考えられる。図19-1は炉体土器である。器面は摩滅が著しく口縁部文様帯内の文様は確認で


きなかった。口縁部文様帯と胴部文様帯を区切っている頸部部分には微隆帯が貼り付けられており、


隆帯上には刺突が施されている。また胴部文様には多軸絡状体が回転施文されており、文様及び器形


からⅠ群Ｂ類に相当すると考えられる。床面から14個の小穴を検出したが、明瞭な主柱穴配置は確


認できなかった。


【出土遺物】土器はⅠ群の土器を主体として総重量3.1㎏と、約4.2㎏の石器が出土した。


【小結】炉体土器から前期末葉期（円筒下層ｄ式）に構築された遺構と考えられる。


第25号竪穴住居跡（ASI-25）（図21）


【位置・確認】Ａ区のほぼ中央で、調査区東端にあたるⅩⅤO・P-132・133グリッドに位置している。


Ⅲ層上面を精査中に黄褐色の不整形プランとして確認した。


【重複】第26号土器埋設遺構より古い。第300～303号土坑と重複しているが新旧関係は不明である。


これらの土坑は床面まで掘り下げた時点で確認する事ができたことから本住居跡の方が新しい可能性


が高いと考えているが、これらの遺構内堆積土が非常に似ており、掘り下げ時には重複の判別が困難


であったことから、詳細は不明としたい。


【規模・形状】平面形は不整楕円形で、検出面での上端規模は長軸5.43ｍ×短軸3.00ｍで、床面規模


は長軸5.23ｍ×短軸2.77ｍで、検出面からの深さは45 ～ 65㎝である。


【堆積土】3層に分層した。【付帯施設】床面から5個の小穴を検出したが、主柱配置は不明である。


【出土遺物】堆積土中から総重量6.3㎏の土器と、約4.5㎏の石器が出土した。出土した土器はⅠ群Ｂ


類からⅡ群Ｄ類までのものが出土している。


【小結】床面出土遺物が無く詳細は不明であるが、土器埋設遺構（ASR-26）との重複から、中期初頭（円


筒上層ａ式）以前に構築されたものと考えられる。� （小山）
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2　土坑（図22 ～ 47）


　2・3次調査でグリッドⅩⅤPラインより南から検出した土坑93基について記載する。遺構番号は


検出順に付していったが、精査の結果、遺構と判断できないものは欠番号とした。なお、紙数の都合上、


規模や重複等は表による報告とした事から、本稿では土坑を断面形状から以下の4類に分類し、その


中で規模等の属性や個々の遺構の特記事項について記載していくものとする。


Ⅰ類：断面形がフラスコ型で、平面形が円形のもの。


　　 （�開口部が崩落しており、断面形が箱形のものでも、土層の堆積状況及び、底面施設の状況から


本類に含めた土坑もある。）


Ⅱ類：断面形が浅箱形のもの。平面形の違いにより下記の3つに細分した。


　　ａ　平面形が円形のもの。


　　ｂ　平面形が楕円形のもの。


　　ｃ　平面形が不整形のもの。


Ⅲ類：断面形が箱形で、平面形が円形のもの。


　　 （いわゆるピット状になるもの。）


Ⅳ類：断面形が不整形のもの。


Ⅰ類：総数63基を本類とした。（第204・205・206・207・209・210・211・212・213・214・


215・216・217・322・222・225・226・228・239・241・242・245・249・250・252・253・


258・259・265・267・268・269・270・273・275・276・279・280・281・284・285・288・


289・290・291・292・293・294・295・296・297・298・299・300・302・307・309・313・


314・316・318・319・320号土坑）


【検出状況】調査区西側ではＢ区へ直線上に延びていく一群を検出した。一方、調査区東側ではグリッ


ドⅩⅤPライン以北から列状に延びてきている土坑群の一部を検出した。なお、A区東側の地形は東


方向へと落ち込んでいく沢の沢頭となっており、調査前は沢頭の等高線に沿って遺構が検出されるも


のと想定していたが、調査の結果、遺構はほとんど検出されなかった。


【規模】開口部は崩落しているものが多く、本来の規模については不明な点が多い。一方、底面の長


軸規模は95～250㎝の範囲で検出されているが、150～200㎝の間に収まるものが7割を占めている。


また、重複による削平を受けていない土坑を対象に、検出面からの深さを抽出してみたところ、60


㎝～ 135㎝の範囲に収まっていた。隣接している土坑の深さを確認したところ、一方は135㎝、もう


一方は60㎝であり、地形と深さに相関関係は確認できなかった。


【堆積状況】ほぼ全ての土坑が人為的に埋め戻されている。ただ、同一土坑から出土した遺物の時期


に幅がみられる例もあることから、ある程度まで埋め戻したあと、若干凹んでいた状況も考えられる。


【底面施設】底面にピット等が構築されている土坑を27基検出した。今回報告分の中では約4割を占


めている。この中でも、第313号土坑では底面中央に構築されたピットから延びている1本の溝を検


出した。


【遺物出土状況】堆積土中から完形土器が1点だけ出土している例や、数個体出土している例がある。


これらの土坑から出土した土器はいずれもⅠ群Ｂ類である。その他に多量の剥片・石核が廃棄され
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ている例、自然礫が多量に廃棄されている例がある。第207、213、268、279、289、291、296、


313号土坑では底面及び底面直上から、第273、302号土坑では遺構検出面付近から1個体となる土


器が出土した。一方、第212、293号土坑では底面直上から数個体分の土器が出土している。なお、


第281号土坑は斜面の落ち際に構築されているため、堆積土上位にⅡ群Ｄ類の土器が多量に廃棄され


ている状況があった。第206号土坑からは多量の剥片と石核が出土した事から、覆土の一部を持ち帰


り水洗選別を行い微細剥片の抽出を行った。その結果、約11㎏の剥片を採取できた。また、出土し


た石核の総重量は約11㎏あり、剥片と併せて22㎏の石器が出土している。第259号土坑では遺構検


出面から石棒が横転した状態で出土した。第214号土坑では棒状及び扁平な自然礫が30点ほど、まと


まって廃棄されていた。第258号土坑の底面には炭化材が廃棄されていた。


【自然化学分析】第222号土坑の堆積土中から採取した炭化物、第293号土坑の底面直上から出土し


た多量の土器と共に出土した炭化物の放射性炭素年代測定を行ったところ、第222号土坑の炭化物で


は4,588±31yrBP、第293号土坑の炭化物では4,749yrBPとの値が得られている（詳細は第4章参照）。


【小結】本類は出土遺物から縄文時代前期末葉～後期初頭までの間に構築されたと考えられるが、円


筒下層ｄ～上層ａ式土器の出土が主体を占めていることから、構築年代の主体を占めるのも当該期と


考えられる。


Ⅱ類：総数22基を本類とした。


ａ類：総数16基。（第197・203・208・257・262・266・272・274・278・283・287・308・311・


　　　312・315・317号土坑）


ｂ類：総数4基。（第254・264・301・305号土坑）


ｃ類：総数2基。（第263・303号土坑）


  本類は数が少ない事から、類別毎の特徴は記載せず、特記事項のある遺構に関して個別記載する事


とする。ａ類の第197号土坑は底面の一部が被熱しており、覆土の大半が炭化物層である。時期を判


断できる土器の出土は無く、時期は不明である。第308号土坑はⅠ群Ｂ類の破片が円状に敷かれた状


況で検出した。土器を除去後掘り下げてみたところ、10㎝ほど掘り下がったところで底面を検出し


たが、土器検出面でも底面でも被熱は受けておらず、用途等は不明である。なお、敷かれていた土器


はほぼ完全な形に復元できた（図47-1）。ｂ類とした第305号土坑は、検出面での上端規模が長軸3.25


ｍ×短軸1.85ｍもあるもので、平面形や規模において本遺跡では特異な形態を示している。時期を判


断できる土器の出土が無かった事から帰属時期等は不明であるが、2次調査で検出した第103号土坑


（山田（2）遺跡Ⅱで報告済み）と属性がよく似ていることから、これと関連する遺構である可能性も考


えられる。ｃ類の第303号土坑は、平面形が隅丸長方形で、検出面での上端規模は長軸3.05ｍ×短軸


2.10ｍである。底面には貼り床が施されており、貼り床面のほぼ中央には小穴とここから十字状に延


びている溝が検出された。貼り床は検出されたものの、炉等は検出されなかった事から、土坑として


調査を行った。時期を判断できる土器が出土しなかったが、重複関係から中期前葉以前に構築された


遺構と考えられる。


Ⅲ類：総数3基（第256・260・261号土坑）


Ⅳ類：総数5基（第240・271・277・286・306号土坑）


　　　重複により残存状況の悪いものを本類に含めた。� （小山）


山田（２）遺跡Ⅲ
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A区第197号土坑(ASK-197)
第1層
第2層
第3層


10YR3/3
10YR3/3
10YR4/3


暗褐色土
暗褐色土
にぶい黄褐色土


炭化物(φ1～3mm)・焼土(φ1～2mm)1％混入。
炭化物層。焼土(φ1～2mm)1％混入。
炭化物(φ1～2mm)1％混入。


A区第203号土坑(ASK-203)
第1層 10YR4/6 褐色土 ローム層。炭化物(φ2～10mm)2％混入。
A区第204号土坑(ASK-204)
第1層
第2層
第3層
第4層
第5層
第6層


10YR4/6
10YR4/4
7.5YR4/4
10YR4/6
10YR4/6
10YR4/6


褐色土
褐色土
褐色土
褐色土
褐色土
褐色土


ローム(φ5～10mm)10％、炭化物(φ2～5mm)5％、鉄分(φ2～5mm)3％混入。
ローム(φ2～10mm)15％、炭化物(φ2～5mm)6％、鉄分(φ2～5mm)2％混入。
鉄分(φ2～5mm)5％、炭化物(φ2～5mm)3％混入。
鉄分(φ5～15mm)5％、炭化物(φ2～5mm)2％混入。
ローム(φ10～30mm)25％、炭化物(φ2～5mm)3％混入。
ローム(φ5～10mm)7％、炭化物(φ5～10mm)・鉄分(φ5～15mm)3％混入。


A区第205号土坑(ASK-205)
第1層
第2層
第3層
第4層
第5層
第6層


10YR4/4
10YR3/3
10YR4/6
10YR3/4
10YR4/6
10YR3/3


褐色土
暗褐色土
褐色土
暗褐色土
褐色土
暗褐色土


ローム(φ1～20mm)5％、炭化物(φ1～10mm)3％混入。
ローム(φ1～30mm)5％、炭化物(φ1～10mm)2％混入。
炭化物(φ1～3mm)2％、浮石(φ2mm)1％未満混入。
ローム(φ1～5mm)・炭化物(φ1～5mm)2％混入。
炭化物(φ1～5mm)・焼土(φ1～2mm)1％混入。
炭化物(φ1～2mm)・ローム(φ5mm)1％混入。


A区第206号土坑(ASK-206)
第1層
第2層
第3層
第4層


10YR4/4
10YR4/6
10YR4/4
10YR4/6


褐色土
褐色土
褐色土
褐色土


炭化物(φ2～5mm)5％、焼土(φ2mm)2％、ローム(φ5～20mm)1％混入。
炭化物(φ5～10mm)10％混入。
剥片集中層。炭化物(φ5～20mm)5％、焼土(φ1～5mm)1％混入。
炭化物(φ1～20mm)5％混入。


A区第207号土坑(ASK-207)
第1層
第2層
第3層


10YR4/3
10YR4/4
7.5YR5/6


にぶい黄褐色土
褐色土
明褐色土


黄褐色粘土粒2％、炭化物(φ1～10mm)・焼土(φ1～10mm)1％混入。
炭化物(φ1～2mm)・焼土(φ1～2mm)1％混入。
炭化物(φ1～10mm)・焼土(φ1～3mm)1％混入。


A区第208号土坑(ASK-208)
第1層 10YR4/4 褐色土 炭化物(φ1～5mm)・焼土(φ1～2mm)1％混入。


A区第209号土坑(ASK-209)
第1層
第2層
第3層


10YR4/6
10YR5/6
10YR5/8


褐色土
黄褐色土
黄褐色土


炭化物(φ1～2mm)・ローム(φ2～5mm)1％混入。
炭化物(φ1～5mm)・ローム(φ5～10mm)2％混入。
ローム層。
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図25　A区土坑（１）（第197・203・204・205・206・207・208・209号）
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A区第210号土坑(ASK-210)
第1層
第2層
第3層
第4層


10YR5/4
10YR5/6
10YR4/4
10YR5/6


にぶい黄褐色土
黄褐色土
褐色土
黄褐色土


ローム（φ1～5㎜）5％、炭化物（φ1～5㎜）3％、焼土1％混入。
ローム5％、炭化物（φ1～2㎜）2％混入。
ローム（φ1～20㎜）・炭化物（φ1～5㎜）5％、焼土（φ1～2㎜）1％混入。
ローム5％、炭化物（φ1～5㎜）3％、焼土1％混入。


A区第211号土坑(ASK-211)
第1層
第2層
第3層


10YR5/4
10YR5/6
10YR5/8


にぶい黄褐色土
黄褐色土
黄褐色土


ローム(φ1～10mm)5％、炭化物(φ1～5mm)3％、焼土(φ5～10mm)1％混入。
ローム(φ1～10mm)5％、炭化物(φ1～10mm)3％、焼土(φ1～2mm)1％混入。
ローム(φ1～5mm)5％、炭化物(φ1～2mm)1％混入。


A区第212号土坑(ASK-212)
第1層
第2層
第3層
第4層
第5層


10YR5/6
10YR6/6
10YR6/8
10YR5/4
7.5YR4/4


黄褐色土
明黄褐色土
明黄褐色土
にぶい黄褐色土
褐色土


炭化物(φ1～10mm)・ローム5％、焼土(φ1～10mm)2％混入。
炭化物(φ1～5mm)・ローム5％、焼土(φ1～5mm)2％混入。
炭化物(φ1～2mm)・焼土1％混入。
炭化物(φ1～10mm)8％、ローム5％、焼土(φ1～2mm)1％混入。
炭化物(φ1～5mm)8％、焼土(φ1～5mm)・ローム5％混入。


A区第213号土坑(ASK-213)
第1層
第2層
第3層
第4層


10YR4/6
10YR4/6
7.5YR4/6


褐色土
褐色土
褐色土


暗褐色土30％、炭化物(φ1～5mm)5％混入。
ローム(φ1～5mm)5％、炭化物(φ1～5mm)3％混入。
炭化物(φ1～5mm)5％混入。
Pit覆土。


A区第274号土坑(ASK-274)
第1層 10YR4/6 褐色土 締まり弱、粘性弱､炭化物(φ1～2mm)・焼土(φ1～3mm)1％混入。
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図26　A区土坑（２）（第210・211・212・213・274号）
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A区第214号土坑(ASK-214)
第1層
第2層
第3層
第4層
第5層
第6層
第7層


10YR4/4
10YR4/4
10YR5/6
10YR4/4
7.5YR5/6
7.5YR4/4
7.5YR4/6


褐色土
褐色土
明褐色土
褐色土
明褐色土
褐色土
褐色土


炭化物(φ1～3mm)・焼土(φ1～3mm)1％混入。
褐色土との混合土。炭化物(φ1～5mm)1％混入。


黄褐色土との混合土。炭化物(φ1～25mm)3％、焼土(φ1～2mm)1％混入。


炭化物(φ1～3mm)1％混入。
炭化物(φ1～10mm)1％混入。


A区第215号土坑(ASK-215)
第1層
第2層
第3層
第4層


10YR3/4
10YR4/6
7.5YR5/8
7.5YR5/8


暗褐色土
褐色土
明褐色土
明褐色土


ローム(φ1～5mm)5％、炭化物(φ1～10mm)1％混入。
ローム(φ1～10mm)10％、炭化物(φ1～5mm)3％混入。
炭化物(φ1～5mm)1％混入。


A区第216号土坑(ASK-216)
第1層
第2層
第3層
第4層
第5層
第6層


10YR4/6
10YR4/6
10YR4/6
10YR4/6
10YR4/6
10YR4/6


褐色土
褐色土
褐色土
褐色土
褐色土
褐色土


ローム(φ1～20mm)10％、暗褐色土(φ1～10mm)7％、炭化物(φ1～5mm)4％、焼土(φ1～2mm)1％混入。
ローム(φ1～50mm)20％、炭化物(φ1～10mm)4％、焼土(φ1～2mm)1％混入。
粘土20％、炭化物(φ1～10mm)3％、焼土(φ1～2mm)1％混入。
炭化物(φ1～2mm)1％混入。
黄褐色粘土25％、炭化物(φ1～10mm)3％、浅黄色土1％混入。
褐色粘土10％、炭化物(φ1～5mm)1％混入。


A区第217号土坑(ASK-217)
第1層
第2層
第3層


10YR4/4
10YR5/6
10YR4/4


褐色土
黄褐色土
褐色土


ローム(φ1～10mm)2％、焼土(φ1～2mm)1％混入。


炭化物10％、ローム3％混入。
A区第222号土坑(ASK-222)
第1層
第2層
第3層
第4層
第5層
第6層
第7層
第8層
第9層
第10層


10YR3/4
10YR4/6
10YR7/6
10YR5/6
10YR3/4
10YR4/4
10YR4/6
10YR5/6
10YR4/6


暗褐色土
褐色土
明黄褐色砂
黄褐色土
暗褐色土
褐色土
褐色土
黄褐色土
褐色土


締まり弱、粘性弱、ローム(φ5～20mm)3％、炭化物(φ1～2mm)2％混入。
締まり強、粘性強、ローム層。炭化物(φ1～3mm)1％混入。
締まり無、粘性無、ローム(φ5～10mm)2％、浮石(φ1～3mm)1％混入。
締まり強、粘性強、ローム層。炭化物(φ1～10mm)2％、浮石(φ1～2mm)・焼土(φ1～2mm)1％混入。
締まり弱、粘性弱、ローム(φ5～30mm)5％、炭化物(φ1～8mm)3％、焼土(φ1～2mm)1％混入。
締まり弱、粘性弱、ローム(φ10mm)・炭化物(φ1～2mm)1％混入。
締まり弱、粘性無、炭化物(φ1～10mm)2％混入。
締まり弱、粘性弱、ローム(φ5mm)・炭化物(φ1～2mm)1％混入。
締まり弱、粘性無、炭化物(φ1～15mm)2％混入。
ピット覆土。


A区第297号土坑(ASK-297)
第1層
第2層
第3層
第4層


10YR5/6
10YR6/6
10YR5/6
10YR6/6


黄褐色土
明黄褐色土
黄褐色土
明黄褐色土


締まり弱、粘性弱、ローム(φ1～2mm)3％､炭化物(φ1～5mm)2％､焼土(φ2mm)1％混入。
締まり中、粘性中、炭化物(φ1～5mm)3％､ローム(φ1～5mm)2％､焼土(φ1～5mm)1％混入。
締まり弱、粘性弱、炭化物(φ1～5mm)4％､ローム(φ1mm)2％､焼土(φ1mm)1％混入。
締まり弱、粘性弱、炭化物(φ1～5mm)2％､ローム(φ1～2mm)・焼土(φ2mm)1％混入。


A区第306号土坑(ASK-306)
第1層 10YR4/6 褐色土 締まり強、粘性無、ローム(φ1～5mm)・炭化物(φ1～10mm)2％混入。
A区第322号土坑(ASK-322)
第1層 10YR5/6 黄褐色土 粘土層。褐色土30％、ローム(φ1～10mm)3％、炭化物(φ1～5mm)2％混入。
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